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課題名
2６イネミズゾウムシの発生生態と防除

（１）イネミズゾウムシの作期別の防除-要否と防除時期
分類 ①

試験研
究年次

63～２年（完了）

Ｉ目的
移植時期とイネミズゾウムシの発生量及び被害を明らかにし、
虫の防除技術確立のための資料とする。

作期に応じた本

Ⅱ試験方法
卜ツボ１試験場所筑紫野市吉木農総試場内コンクリート

２耕種概要及び試験区の構成

2年63年１年
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稚 苗手植稚苗手植稚苗手植
4本／株､；２０株／㎡４本／株、２０株／㎡4本／株、１３．３株／㎡

施肥その他の管理は施肥その他の管理は施肥その他の管理は
場内慣行場内慣行場内慣行

63年の５．２０及び６．６移植

ｌ区につき４８株（６３年は４０株）、

）。なお、６３年は食害度ではな
⑥

き３株を堀取り、株洗い法につ

た
た
区

区制・面積１区３㎡、３反復（ただし、
反復、６．２０移植２反復）
調査方Ⅲ法
）越冬成虫密度及び食害度は約５日間隔で
を調査した（食害度は下記の基準に準拠し
く被害葉数で成虫による食害程度を評価し
）幼虫・土まゆ数は移植７～９週間後に１
で計数した。

５
３
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４×Ａ＋３×Ｂ＋２×Ｃ＋ＤＡ:被害葉率９１％以上Ｄ：〃ｌ～３０％
×１００Ｂ：〃６１～９０％Ｅ：〃０％＝食害度

4×調査株数Ｃ：〃３１～６０％
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シの防除が必要な水稲の作期は早期
ない。また、本田での防除適期はそ

いほど、成虫密度が高く、成虫Iこよ
まゆ数も同様の傾詞向であるが、早期
に比較して、幼虫・土まゆ数は少な
移植直後の成虫侵入量は少なく、５
度最盛期は５月５～６半旬となる。
月下旬～６月上旬移植）では、移植
月２～３半旬となる。
６月２０日前後移植）では、成虫密度
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成虫数合計４．１２０．７９０．０９
■砲ｎＦ

第２表 移植時期別のイネミズゾウムシ成虫及び被害の消長 (１年）
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第３表移植時期とイネミズゾウムシ幼虫・土まゆ数 (６３～２年）

成果の評価と取扱上の:留意点
イネミズゾウムシの作期別の的確な防除技術確立のための基準として活用でき
る｡

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ資料名
１６３年度福岡県農業総合試験場経営環境研究所 普通作物病害虫関係試験成績
書
２１～２年度福岡県農業総合試験場生産環境研究所普通作物病害虫関係試験
成績書

－６７－


